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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成21年8月13日(2009.8.13)

【公開番号】特開2008-86804(P2008-86804A)
【公開日】平成20年4月17日(2008.4.17)
【年通号数】公開・登録公報2008-015
【出願番号】特願2007-332136(P2007-332136)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３３４　
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３５３　

【手続補正書】
【提出日】平成21年6月25日(2009.6.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　賞球類等の遊技媒体の計数を行う計数機の不正操作を防止する遊技店の計数機不正防止
システムにおいて、
　前記遊技店の店員が携帯する計数用記録媒体を受け付ける計数用記録媒体受付手段と、
　前記遊技店の顧客である会員に対応して登録された会員用記録媒体を受け付ける会員用
記録媒体受付手段と、
　前記計数用記録媒体受付手段による前記計数用記録媒体の受け付けにより前記計数機を
計数可能状態に制御する第１の制御手段と、
　前記計数機によって前記遊技媒体を計数したときに、前記会員用記録媒体受付手段によ
り前記会員用記録媒体を受け付けた場合は、該会員用記録媒体の会員に対応して管理され
ている貯遊技媒体数を前記計数機で計数した遊技媒体数に基づき更新し、前記計数機を計
数不可状態に制御する第２の制御手段と
　を具備することを特徴とする遊技店の計数機不正防止システム。
【請求項２】
　前記計数用記録媒体に対応して該計数用記録媒体の識別情報を管理する第１の管理手段
　を更に具備し、
　前記第１の制御手段は、
　前記計数用記録媒体受付手段による前記計数用記録媒体の受け付けにより、該計数用記
録媒体の真偽を前記識別情報に基づき前記第１の管理手段に問い合わせ、該問い合わせ結
果により該計数用記録媒体が真であると判別された場合、前記計数機を計数可能状態に制
御する
　ことを特徴とする請求項１記載の遊技店の計数機不正防止システム。
【請求項３】
　前記会員用記録媒体の会員に対応して前記貯遊技媒体数を含む会員情報を管理する第２
の管理手段
　を更に具備し、
　前記第２の制御手段は、
　前記会員用記録媒体受付手段による前記会員用記録媒体の受け付けにより、前記第２の
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管理手段に該会員用記録媒体の会員に対応する会員情報を問い合わせ、該問い合わせ結果
に基づき前記第２の管理手段に対して前記会員に対応して管理されている前記貯遊技媒体
数を前記計数機で計数した遊技媒体数に基づき更新する更新要求を行い、前記第２の管理
手段からの更新結果の通知に基づき前記計数機を計数不可状態に制御する
　ことを特徴とする請求項１または２記載の遊技店の計数機不正防止システム。
【請求項４】
　賞球類等の遊技媒体の計数を行う計数機の不正操作を防止する遊技店の計数機不正防止
システムにおいて、
　前記遊技店の店員が携帯する計数用記録媒体を受け付ける計数用記録媒体受付手段と、
　前記遊技店の顧客である会員に対応して登録された会員用記録媒体を受け付ける会員用
記録媒体受付手段と、
　前記計数用記録媒体受付手段による前記計数用記録媒体の受け付けにより前記計数機を
計数可能状態に制御する第１の制御手段と、
　前記計数機によって前記遊技媒体を計数したときに、前記会員用記録媒体受付手段によ
り前記会員用記録媒体を受け付けた場合は、前記遊技店内に設置される会員管理装置に対
して該会員用記録媒体に関連付けて管理されている貯遊技媒体数を前記計数機で計数した
遊技媒体数に基づいて更新するように指示し、前記計数機を計数不可状態に制御する第２
の制御手段と
　を具備することを特徴とする遊技店の計数機不正防止システム。
【請求項５】
　前記計数用記録媒体受付手段は、
　会員用記録媒体リーダにより前記計数用記録媒体の識別情報を読み取ることにより該計
数用記録媒体を受け付け、
　前記会員用記録媒体受付手段は、
　前記会員用記録媒体リーダにより前記会員用記録媒体の情報を読み取ることにより該会
員用記録媒体を受け付ける
　ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の遊技店の計数機不正防止システム
。
【請求項６】
　前記計数可能状態は、
　前記計数機に対する前記遊技媒体の投入を拒否するかあるいは前記計数機内の計数通路
を開閉するシャッタを開くことにより制御され、
　前記計数不可状態は、
　前記シャッタを閉じることにより制御される
　ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の遊技店の計数機不正防止システム
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記目的を達成するため、請求項１記載の発明は、賞球類等の遊技媒体の計数を行う計
数機の不正操作を防止する遊技店の計数機不正防止システムにおいて、前記遊技店の店員
が携帯する計数用記録媒体を受け付ける計数用記録媒体受付手段と、前記遊技店の顧客で
ある会員に対応して登録された会員用記録媒体を受け付ける会員用記録媒体受付手段と、
前記計数用記録媒体受付手段による前記計数用記録媒体の受け付けにより前記計数機を計
数可能状態に制御する第１の制御手段と、前記計数機によって前記遊技媒体を計数したと
きに、前記会員用記録媒体受付手段により前記会員用記録媒体を受け付けた場合は、該会
員用記録媒体の会員に対応して管理されている貯遊技媒体数を前記計数機で計数した遊技
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媒体数に基づき更新し、前記計数機を計数不可状態に制御する第２の制御手段とを具備す
ることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、請求項２記載の発明は、請求項１に記載の発明において、前記計数用記録媒体に
対応して該計数用記録媒体の識別情報を管理する第１の管理手段を更に具備し、前記第１
の制御手段は、前記計数用記録媒体受付手段による前記計数用記録媒体の受け付けにより
、該計数用記録媒体の真偽を前記識別情報に基づき前記第１の管理手段に問い合わせ、該
問い合わせ結果により該計数用記録媒体が真であると判別された場合、前記計数機を計数
可能状態に制御することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、請求項３記載の発明は、請求項１または２に記載の発明において、前記会員用記
録媒体の会員に対応して前記貯遊技媒体数を含む会員情報を管理する第２の管理手段を更
に具備し、前記第２の制御手段は、前記会員用記録媒体受付手段による前記会員用記録媒
体の受け付けにより、前記第２の管理手段に該会員用記録媒体の会員に対応する会員情報
を問い合わせ、該問い合わせ結果に基づき前記第２の管理手段に対して前記会員に対応し
て管理されている前記貯遊技媒体数を前記計数機で計数した遊技媒体数に基づき更新する
更新要求を行い、前記第２の管理手段からの更新結果の通知に基づき前記計数機を計数不
可状態に制御することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、請求項４記載の発明は、賞球類等の遊技媒体の計数を行う計数機の不正操作を防
止する遊技店の計数機不正防止システムにおいて、前記遊技店の店員が携帯する計数用記
録媒体を受け付ける計数用記録媒体受付手段と、前記遊技店の顧客である会員に対応して
登録された会員用記録媒体を受け付ける会員用記録媒体受付手段と、前記計数用記録媒体
受付手段による前記計数用記録媒体の受け付けにより前記計数機を計数可能状態に制御す
る第１の制御手段と、前記計数機によって前記遊技媒体を計数したときに、前記会員用記
録媒体受付手段により前記会員用記録媒体を受け付けた場合は、前記遊技店内に設置され
る会員管理装置に対して該会員用記録媒体に関連付けて管理されている貯遊技媒体数を前
記計数機で計数した遊技媒体数に基づいて更新するように指示し、前記計数機を計数不可
状態に制御する第２の制御手段とを具備することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
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　また、請求項５記載の発明は、請求項１乃至４のいずれかに記載の発明において、前記
計数用記録媒体受付手段は、会員用記録媒体リーダにより前記計数用記録媒体の識別情報
を読み取ることにより該計数用記録媒体を受け付け、前記会員用記録媒体受付手段は、前
記会員用記録媒体リーダにより前記会員用記録媒体の情報を読み取ることにより該会員用
記録媒体を受け付けることを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、請求項６記載の発明は、請求項１乃至５のいずれかに記載の発明において、前記
計数可能状態は、前記計数機に対する前記遊技媒体の投入を拒否するかあるいは前記計数
機内の計数通路を開閉するシャッタを開くことにより制御され、前記計数不可状態は、前
記シャッタを閉じることにより制御されることを特徴とする。
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